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よさせる乙とのニつに分け
ず、
早期に英語を耳かち闇
ましたが、
発言できなくて

｜｜今後、
報告をどう生

別クラス編制、
少人数学習
て考えるととをまず特徴と
く乙とで親しむととが大切
は意味がないのです。その
かすことを希望しますか。

が欠かせず、
従来の一偲平
して挙げたい。そのよで、
です。また、
阜くから貝文
ためには英語の設現能力、
学長
一刻も早く提曾に

等の教育ではできないから
小・中・高・大学の一貫し
化理解を深める必要もあり
つまり技術としての英語を
従って、文部科学省も政僚

です。理解力の高い子ども
た教育の推進を掲げる点を
ます。英語教育の「過熱化」
自に付防、国際社会では白
眼屈を館めていってもらい

には次のステップを踏ませ
十分理解してもらいたいと
が懸念されます。との点に
本人かち発信しなければ理
たい。各都道府県、
各学校

る、
自的別にクラスを網成
思います。

は十分、注意を喚起したい。
解されません。さらに、
英
現場で、
また、小・中・高

する、
将来、国際的な仕事

それでもやはり、
親や教師の質任は盟いと思
聞のコミュニケーション能・大学問で週
明を十分図り

を持つ子どもに、
英語のニ
「教科としての英語教育の
います。

力を持つ若者には国際社会
ながろ取り組んでもろいた

ユ1スを日常的に聞いても
可能性を検討」に目がいき

｜ー中学校以降について
での活圏を期待します。
いです。

(3) 

より良い英鱈教育の在り方を臓輸してきた「英酉指導方法等改普の推進に関する懇談

会」は先月十九日、思終報告をまとめた。そとには、小学校英語のグ教科化MHの検討や、

小・中・高・大学を週じて一貫した英簡教育の推進の揖書が盛り込まれている。国際化、

グローバル化が間違いなく迎む二十一世紀、
日本の英語教育やその指導の針路
惇ll。

懇般会座長、
中陥慣雄・東京外国語大学長に聞いた。
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指導方法について職輸が必

要だったのでしょうか。
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